
患者さん用

患者氏名： 担当看護師：

月日

項目

検査

活動・安静度

食事

清潔

入浴できます。

排泄

ご質問やご不明な点がありましたら、担当医師または看護師にお伝えください。
予定は、お身体の状態や検査の状況で変更となる場合がございます。ご了承下さい。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　東邦大学医療センター　大森病院
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　作成日：令和4年10月18日

検温１日１回。　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　

眼の痛みがない。　
　　
　　
　　
　　
　　

検温。　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　

制限はありません。

検温。　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　

制限はありません。

患者さん及
び

ご家族への
　説明　

　
栄養指導　

　
服薬指導

2時間ベッドの上で安静です
（看護師が声をかけるまでベッ
ド上でお待ちください。）　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　

検温１日１回。
診察があります。主治医の診察結果で保護
眼鏡に変更となります。
目薬をさします
（朝・昼・夕・寝る前の1日4回です）
保護眼鏡に変更後、自分で目薬をさす練習を
します。

治療・薬剤   
(点滴・内服) 
  　　・処置 
          ・リ

ハビリ

制限はありません。

手術に関して、医師・看護師から説
明があります。
承諾書を預かります。　
　　
術後に眼を保護するため透明の保
護メガネの準備をお願いします。2
号館地下の売店で販売しておりま
す。　
　　
　　
　　
　　

手術室には車椅子で行きます。

安静中のトイレは看護師が付
き添います。

制限はありません。

達成目標

主治医：

入院当日

疼痛時、医師・看護師に伝え
ることが出来る。　
　　
　　
　　
　　

手術当日（手術前）

／

硝子体・白内障手術 を受ける患者さんへ

／

手術をする心構えができる。　
　　
　　
　　
　　
　　

検査の予定はありません。

／

手術後１日目～6日目

手術室に行く前にお小水をお済ませ下さ
い。

手術後7日

入院2日目

【糖尿病網膜症】
糖尿病網膜症は3大合併症で、成人の失明原因の第一位となっています。網膜は眼底にある薄い神経の膜で、ものを見るために重要な役割をしています。網膜には光や色を感じる神経細胞、無数の細かい血管があり、
血糖が高い状態が長く続くと網膜のすみずみまで酸素がいかなくなり、網膜が酸欠状態となり新生血管を生やして酸素不足を補おうとします。新生血管の壁が破れると、硝子体に出血することがあります。また、線維性
の膜が出現し、これが網膜を引っ張って網膜剥離を起こすことがあります。手術は強膜に3箇所に小さな傷をつくり、そこから手術器械を入れ、硝子体を注意深く切除し出血等を取り除きます。網膜が剥がれている場合は
いったん眼内に空気を入れて網膜を正常の位置に戻します。眼内に気体が入っている場合、食事・トイレ以外はうつ向きの姿勢を保ってください。糖尿病性網膜症の手術は年間100例の方に行っています。。硝子体手術
で入院される患者さんはこのこのような入院生活をおくります。

／

眼に当てているガーゼを外し
たり眼をこすったりしないよう
にしてください。　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
痛みがある時は医師または看

・義歯・貴金属を外して下さい。　
・貴重品は、セーフティーボックスに入れ
て、鍵は付き添いの方に預けてください。
（付き添いの方が来られないなど、やむを
得ず貴重品管理ができない場合は看護師
にご相談下さい。）

手術当日（手術後）

入浴できません。　
　　
　　
　　
　　
洗顔できません 　　　　　　　　　

保護眼鏡に変更後、首から下のシャワー浴と
洗髪ができます。　
　　
　　
　　
　　

薬剤師より目薬・飲み薬について説明があり
ます。　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　

入院3－7日目 入院8日目
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